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(57)【要約】
　本発明は、羊毛、絹又はそれらの混合物を後のインジゴ染色工程に対して受容性にする
それらの前処理方法に関する。該前処理工程はカチオン性電荷を付与し他の染料結合部位
を発生させるカチオン化工程を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　羊毛、絹又はそれらの混合物を後のインジゴ染色工程に対して受容性にするそれらの前
処理方法であって、該前処理工程がカチオン性電荷を付与し染料結合性部位を発生させる
カチオン化工程を含む、前記の前処理方法。
【請求項２】
　該前処理工程が、羊毛、絹又はそれらの混合物を前処理浴（複数）に通して通過させ、
続いて空気に曝すことによるカチオン化工程を含む、請求項１に請求された方法。
【請求項３】
　該浴（複数）中の前処理工程が５～３０秒間行われ、エアレーションが３０～１８０秒
間行われる、請求項１に請求された方法。
【請求項４】
　該前処理工程がオンライン状態にある、請求項１に請求された方法。
【請求項５】
　該前処理浴（複数）がカチオン化用化合物及び苛性ソーダを含む、請求項１に請求され
た方法。
【請求項６】
　該前処理浴（単数）が塩化３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウ
ムのようなカチオン化用化合物を含む、請求項５に請求された方法。
【請求項７】
　前記浴（複数）が３～８０ｇｐｌのカチオン化用化合物及び３～２５ｇｐｌの苛性ソー
ダを含む、請求項５に請求された方法。
【請求項８】
　該前処理工程が周囲温度で行われる、請求項１に請求された方法。
【請求項９】
　該前処理工程が１２～１５℃で行われる、前記請求項１～８の任意の１項に請求された
方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、羊毛、絹又はそれらの混合物（繊維／糸／編織物）をインジゴで直列式に染
色する方法に関する。特に、本発明は、羊毛、絹又はそれらの混合物をインジゴ染色に対
して受容性にするためのそれらの前処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　羊毛に関する文献には、羊毛（ケラチン）の分子グリッドは塩結合及び共有ジサルファ
イド（－Ｓ－Ｓ）結合により結合されたポリペプチド鎖から成ることが開示されている。
かかる文献には、該ジサルファイド結合はアルカリの存在下で容易に且つ直ちに分解する
ことが更に開示されている。アルカリは該ジサルファイド結合を分裂させ、該ジサルファ
イド結合の分裂は非常に不安定なチオール基の形成を招く。
【０００３】
　天然のポリアミド又はポリペプチドとして、絹フィブロイン（先練絹）は接近できるヒ
ドロキシル基と共に遊離のアミノ、カルボキシル及びフェノール置換基を示すことが知ら
れている。絹及び羊毛は、大体ｐＨ５．０における等電点と共にわずかにカチオン性の特
性を有する。かくして、酸性溶液において、絹フィブロイン又は羊毛は水素イオンの吸収
により正電荷を帯びる。得られる電荷は、酸性染料、金属錯塩染料、直接染料及び反応性
染料のようなアニオン性染料を用いた染色の間、染料の負荷電アニオンで逆方向にバラン
スを取ることが出来る。
【０００４】
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　インジゴ染色は高度にアルカリ性のｐＨ値の下で行われ、ロイコインジゴはアニオン性
電荷を有することが知られている。しかしながら、絹及び羊毛は、アルカリの存在下でそ
れらのカチオン特性を失う傾向がある。繊維も該染料もアルカリ性条件下ではアニオン性
であるので、染料・繊維親和力の損失、より軽度の染色、及び悪い堅牢度が最終的な結果
となる。
【０００５】
　絹の彩色挙動を決める絹特性の二つは、第一に非常に細い繊維フィブリルであり、第二
に高い繊維配向である。これらの細いフィブリルは大きな繊維表面を生成する。かかる大
きな繊維表面は非常に低い彩色収率を招き、所定の暗色を達成するためには約二倍程多く
の染料が必要である。更に、該堅牢度が悪い。大きな繊維表面は又、非常に低い温度でも
高い染料衝突速度をもたらし、繊維表面における急速な飽和、従って不均一な染色を招く
。拡散に対する障害である高い繊維配向は、最初の急速な飽和後の、非常に遅い更なる染
料吸収速度を引き起こす。
【０００６】
　更に、絹の表面は、特に該材料が湿潤膨潤状態にある場合、磨耗により非常にたやすく
擦りむかれる。
【０００７】
　絹フィブロインのポリペプチド鎖は、沸騰水又は水蒸気中で加水分解する可能性がある
。これは、酸又はアルカリの存在下で危険的になる。比較的高い濃度のアルカリは、絹及
び羊毛を急速に溶解する。絹及び羊毛の分解は、ｐＨ及びアルカリの種類により決まる。
機械的な応力は、絹糸の添え継ぎをもたらすが、それは厳しく修理できない損傷である。
【０００８】
　かくして、絹染色の普通の公知工程が、一般に絹（及び羊毛）のインジゴ染色に使用す
ることが出来ないことは明らかであろう。初めに、インジゴ染色は従来高度にアルカリ性
のＰＨ値の下で行われている。絹及び羊毛は両方共、アルカリ性条件下ではカチオン性で
なくなり、アニオン性ロイコインジゴに対する静電気親和力を失うアニオン特性を帯びる
であろう。該結果は、比較的軽度の扱いにくい染色及び悪い堅牢度となるであろう。
【０００９】
　ロープ／スラッシャ・インジゴ染色機は、前湿潤槽、前湿潤洗浄槽、及び染色後洗い流
し槽を有するいくつかの浸漬・絞り・空気曝しモジュールから成る長い一組の装置である
。前記機械を通る糸の通路は４００～５００メートル程の長さとなるであろう。例えば１
８～２０メートル／分の染色速度において、該糸は苛性ソーダ、熱水洗浄及び機械的応力
への長い露出を含む不利な状況を２５分間走り抜ける。これらはすべて、絹及び羊毛の機
械的性質を劣化させる可能性がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、従来の染色機において羊毛、絹又はそれらの混合物をインジゴで染色
する新規な方法を提案することである。
【００１１】
　本発明の他の目的は、羊毛、絹又はそれらの混合物をインジゴで染色するための新規な
前処理方法を提案することである。
【００１２】
　本発明の更に他の目的は、羊毛、絹又はそれらの混合物をインジゴで染色するに際し、
染色条件の厳しさを減少させる新規な方法を提案することである。
【００１３】
　本発明の更なる目的は、羊毛、絹又はそれらの混合物をインジゴで染色するに際し、羊
毛又は絹に対して引き起こされるいかなる損傷をも避ける新規な方法を提案することであ
る。
【００１４】
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　本発明のなお更なる目的は、羊毛、絹又はそれらの混合物をインジゴで染色するに際し
、濃くて均一なインジゴ色を提供する新規な方法を提案することである。
【００１５】
　本発明のなお更なる目的は、羊毛、絹又はそれらの混合物をインジゴで染色するに際し
、十分な堅牢度を提供する新規な方法を提案することである。
【００１６】
　本発明のなお更なる目的は、羊毛、絹又はそれらの混合物をインジゴで染色するに際し
、充分である新規な方法を提案することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　アルカリは羊毛におけるジサルファイド結合を分裂させチオール基の形成を招くことが
知られている。かかる反応は、該易動性チオール基が再結合するか又は新たな架橋結合を
形成する前に、該チオール基がその場で（ロイコ）インジゴと接触し、該染料と該基材中
のチオール基との間でいくつかの水素結合／塩結合が形成されるという点で、本発明にお
いて利用されている。かくして、該基材の全染料結合能力は、アルカリの羊毛に対する作
用により更なる染料結合性の基又は部位を発生させることにより増加する。染料吸収の速
度及び程度は、該繊維の該染料への接近容易性を増加させることにより促進される。
【００１８】
　本発明に従って、オンライン状カチオン化という形で羊毛及び絹を媒染すると、アルカ
リ性媒体中でアニオン性であるインジゴに対するカチオン性の染料結合性部位の付与によ
り染料・繊維親和力が増強される。かかる媒染は又該基材における不均質性を減少させ、
それにより均一な染色を提供する。
【００１９】
　羊毛及び絹はアルカリに敏感であり、アルカリ、特に苛性ソーダとかなりの長さの時間
接触すると、顕著に分解するであろう。羊毛の場合、このような普通は否定的な点は、発
生したチオール基を更なる染料結合性部位として使用することにより、それよりもむしろ
上手く利用される。
【００２０】
　かくして従来技術の欠点を克服するために、羊毛及び絹のカチオン化、即ちその場で発
生したカチオン性ポリマー／オリゴマーの繊維内における堆積は、該基材中のカチオン性
電荷がアニオン性ロイコインジゴ染料を吸引することが出来るであろうという点で、所要
の結果を提供する。
【００２１】
　本発明により、カチオン性電荷を付与し染料結合性部位を発生させることにより、羊毛
、絹又はそれらの混合物をインジゴ染色に対して受容性にするそれらのオンライン状カチ
オン化工程を含む、羊毛、絹又はそれらの混合物の前処理方法が提供される。
【００２２】
　該処理は、羊毛、絹又はそれらの混合物を前処理浴に通過させ、次に好ましくはオンラ
イン状にある空中通過工程を受けさせることによるカチオン化工程から成る。該オンライ
ン前処理は、周囲温度又は周囲以下の温度、例えば、１２～１５℃で行うことが出来るだ
ろう。該前処理浴は、３～１２０ｇｐｌ、好ましくは３～８０ｇｐｌのカチオン化用化合
物及び３～２５ｇｐｌの苛性ソーダを、別個に又は混合して含む。羊毛、絹又はそれらの
混合物は、前処理浴中の処理を各々５～３０秒間受け、エアレーション工程を３０～１８
０秒間受ける。
【００２３】
　さて、該前処理工程に続いて絹又は羊毛を技術的に知られた方法でインジゴにより染色
する工程に言及するが、該染色工程は前処理された絹、羊毛又はそれらの混合物を該浸漬
・絞り・空気曝し（酸化）工程に続く複数のインジゴ染料浴に直列で通過させることから
成る。
【００２４】
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　本発明に従うと、該染料浴は（ロイコ）インジゴ、ソーダ灰、水酸化ナトリウム、ヒド
ロ亜硫酸ナトリウム及び公知の化学助剤を含有する。上述したように、羊毛及び絹はアル
カリの存在下でカチオン性電荷を失う傾向がある。同時に、該染料浴へのアルカリの添加
は該染料を溶解性にするために必要である。しかしながら、該前処理工程は、カチオン化
を行い該基材中に染料結合性部位を発生させることにより、絹又は羊毛をアニオン性ロイ
コ染料に対して受容性にする。かくして、各染料浴は１．０～３．５ｇｐｌのインジゴを
含有し、８個までの染料浴を提供することが出来る。各染料浴を通る羊毛又は絹の通過時
間は各々５～３０秒であり、絞り工程及び各々３０～１８０秒間の酸化工程が続く。染料
浴の配合は、苛性ソーダの代りに、ソーダ灰を主に１５～２０ｇｐｌの間で含有する。前
者は、染料浴ｐＨの微細な調整に使用される。前処理における苛性ソーダ及びカチオン化
用化学薬品は、本発明の態様に従って周囲以下の処理に維持される。これは、該方法の厳
しさを減少させ、基材がその最初の強度を維持するのを助けるためである。
【００２５】
　回分法と対照的なオンライン前処理工程に言及する。本発明の一局面は、羊毛、絹又は
それらの混合物と苛性ソーダ及びカチオン化用化学薬品との短い接触時間を提供するオン
ライン前処理工程に存在する。羊毛、絹又はそれらの混合物は苛性ソーダに敏感であるこ
とが知られている。かくして、本発明の一局面は、羊毛、絹又はそれらの混合物が該前処
理工程により劣化したり又は損傷を受けたりしないことを確実にすることであるが、それ
はかかるオンライン工程によりカチオン化用化学薬品との接触時間を減少させることによ
って確実にされる。
【実施例１】
【００２６】
　羊毛糸がオンライン状カチオン化を受けた。次にカチオン化された試料だけでなく最初
の試料もそれらの窒素含量をケルダール法により分析した。該試料は該対照を超えて０．
３５％だけ窒素含量の増加を示した。
【００２７】
　該カチオン化用化学薬品、即ち、塩化３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリメチル
アンモニウムの窒素含量は９．１８％である。
【００２８】
　従って、カチオン化された試料中の窒素含量における０．３５％の増加は、１００グラ
ムの羊毛に対して５．８グラムのカチオン化用化学薬品が計算されたことを意味するであ
ろう。
【００２９】
　該スペクトル調査によれば、羊毛の構造パターンに主要な変化は示されなかった。
【００３０】
　絹の場合窒素増加は０．２％であったが、それは３．３グラムのカチオン化用化学薬品
が１００グラムの絹上に沈着したことを意味する。
【００３１】
〔図面に関する説明〕
　図１に示されているように、該前処理装置は槽１及び槽２と共にそれらの間の絞りロー
ラーＳＲ１を含有する。
【００３２】
　第一槽の槽１は、カチオン化用化学薬品溶液を含有することが出来、その後にエアレー
ション（空気に曝すこと）が続き、それによりカチオン化用化学薬品が羊毛／絹基材中に
充分浸透する時間が配分される。
【００３３】
　第二槽の槽２は、苛性ソーダ溶液を含有することが出来、又エアレーションが続く。
【００３４】
　エアレーションは、苛性ソーダの存在下で羊毛／絹とカチオン化用化学薬品との間の反
応に時間を配分する。その代りに、槽１がカチオン化用化学薬品と苛性ソーダの両方を含
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【００３５】
　羊毛／絹を前記カチオン化用化学薬品で含浸した後、苛性ソーダの存在下で羊毛／絹と
カチオン化用化学薬品との間の反応に時間を配分するエアレーションが行われる。
【００３６】
　かかる場合における第二槽の槽２は、空であってもよいし、又は水洗に使用してもよい
。
【００３７】
　次に、インジゴ染色の慣習的公知工程、即ち、浸漬・絞り・空気曝し工程を有するイン
ジゴ染色が直列で続く。
【００３８】
　図１に示されているように、前処理された基材は次に複数の染色槽、例えば、１～８個
の染色槽を通過するが、それらには毎回エアレーションが続く。次に該基材は洗浄槽中で
染色後洗い流しを受け、それからシリンダー乾燥機を通過する。
【００３９】
　本発明は当業者による修正、調節及び変化を受け易いことに注意すべきである。本発明
の概念及び特色を使用した、かかる種々の態様は、別紙特許請求の範囲で更に説明されて
いる本発明の範囲内に入ることを意図している。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】公知のロープ染色装置のものであるが該前処理工程を含むように修正された概略
直線図を説明したものである。

【図１】



(7) JP 2008-544111 A 2008.12.4

10

20

30

40

【国際調査報告】
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